
◎特集　逃げる力が、命を守る　―いま、自助を考える― …… P.２-５
◎令和７年国勢調査を実施します ………………………………… P.６
◎～地域で支える認知症支援～チームオレンジってなに？ …… P.12
◎大阪・関西万博で有田市の魅力を発信！ ……………………… P.14-15

9 September 2025
No.742

逃
げ
る
力
が
、
命
を
守
る

　
―
い
ま
、
自
助
を
考
え
る―

逃
げ
る
力
が
、
命
を
守
る

　
―
い
ま
、
自
助
を
考
え
る―

逃
げ
る
力
が
、
命
を
守
る

　
―
い
ま
、
自
助
を
考
え
る―

逃
げ
る
力
が
、
命
を
守
る

　
―
い
ま
、
自
助
を
考
え
る―



― 小学5年生の決断が教
えてくれた「自助」の

力 ―命を守るために、いま
備える

逃げる力が、命を守る
　―いま、自助を考える―

津波てんでんこ
東北の三陸地方には

「津波が来たら、いち早く各自
てんでんばらばらに高台へ逃げろ」
という言い伝えがあります。

　災
害
は
、
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
と
き
、
あ
な
た
は
「
迷
わ
ず
逃
げ

る
」
と
決
め
ら
れ
ま
す
か
？

　日
本
で
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
大
き
な

地
震
や
津
波
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
と
家
族
の
命
を
守

る
に
は
、
「
備
え
」
と
「
判
断
」
が
必

要
で
す
。

　災
害
時
に
重
要
と
さ
れ
る
の
が
、

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
。
こ
の
う

ち
、
最
初
に
自
分
や
家
族
を
守
る
た
め

の
行
動
を
と
る
の
が
「
自
助
」
で
す
。

　「
自
助
」
と
は
、
自
分
の
命
を
守
る

行
動
を
、
自
分
で
選
び
、
実
行
す
る
こ

と
。
そ
し
て
そ
の
行
動
が
、
結
果
と
し

て
家
族
や
周
囲
の
人
の
命
を
守
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
、
そ
れ
が
「
自
助
」
の

力
で
す
。

　今
月
号
で
は
、
実
際
に
市
内
で
あ
っ

た
避
難
行
動
の
実
例
を
紹
介
し
な
が

ら
、
家
庭
で
で
き
る
備
え
や
、
話
し

合
っ
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　災
害
が
起
こ
る
前
に
、
「
自
分
が
助

か
る
た
め
の
選
択
肢
」
を
準
備
し
て
お

く
こ
と
。
そ
れ
は
、
あ
な
た
の
大
切
な

人
の
命
を
守
る
た
め
の
第
一
歩
で
も
あ

る
の
で
す
。

片田教授の言葉を、あらためて深く心に刻むきっかけとなる出来事が、今年７月に起こりました！

「
こ
わ
い
な
、
ま
だ
死
に
た
く
な
い
」

小
学
５
年
生
、
ひ
と
り
で
避
難
を
決
断

　
７
月
30
日
（
水
）
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島

沖
で
発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
．
８
の

大
地
震
に
よ
り
、
市
内
に
は
津
波
警
報
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
自
宅
に
一
人

で
い
た
小
学
５
年
生
の
南
口 

月
和
ち
ゃ
ん

は
、
自
分
の
判
断
で
非
常
用
持
出
リ
ュ
ッ
ク

を
背
負
い
、
避
難
所
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
「
通
知
で
『
津
波
が
く
る
』
っ
て
見
て
、

こ
わ
い
な
、
ま
だ
死
に
た
く
な
い
っ
て
思
い

ま
し
た
。
迷
っ
た
け
ど
、
友
達
か
ら
『
も
う

避
難
し
て
る
よ
』
っ
て
連
絡
が
き
て
、
そ
れ

で
私
も
逃
げ
よ
う
っ
て
思
っ
て
、
リ
ュ
ッ
ク

を
持
っ
て
避
難
所
に
行
き
ま
し
た
」

　
ご
両
親
は
仕
事
、
妹
さ
ん
は
学
童
保
育
中

と
い
う
状
況
で
、
月
和
ち
ゃ
ん
は
お
家
に
一

人
き
り
。
け
れ
ど
、
恐
怖
や
迷
い
の
中
で

も
、
事
前
に
用
意
し
て
い
た
非
常
用
持
出

リ
ュ
ッ
ク
を
手
に
、
避
難
の
判
断
を
自
分
自

身
で
下
し
た
の
で
す
。

「
家
族
で
の
話
し
合
い
」
が
、

こ
ど
も
の
判
断
を
後
押
し
し
た

　
父
・
元
哉
さ
ん
は
、
こ
う
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
小
学
校
で
の
避
難
訓
練
の
話
を
家
で
聞
い

た
り
は
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
実
際
に
『
こ
う

い
う
状
況
に
な
っ
た
ら
こ
う
動
こ
う
』
と
い
う

家
族
で
の
話
し
合
い
は
、
正
直
あ
ま
り
で
き
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
災

害
関
連
の
情
報
を
見
る
機
会
も
増
え
た
こ
と
も

あ
り
、
家
族
で
防
災
グ
ッ
ズ
を
見
直
し
て
揃
え

な
お
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、
ま
さ
に
今

回
役
立
ち
ま
し
た
」

　
母
・
千
晶
さ
ん
も
言
い
ま
す
。

　
「
防
災
グ
ッ
ズ
が
あ
れ
ば
安
心
だ
け
ど
、

最
悪
、
リ
ュ
ッ
ク
を
持
た
な
く
て
も
と
に
か

く
逃
げ
て
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
。
で
も
、

事
前
に
備
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
ど
も
が

『
こ
れ
を
持
っ
て
逃
げ
る
』
と
い
う
判
断
を

冷
静
に
で
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

「
ま
あ
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
た

父
親
が
語
る
「
自
助
」
へ
の
気
づ
き

　
「
正
直
、
僕
自
身
は
、
『
ま
あ
大
丈
夫
だ

ろ
う
』
と
思
う
タ
イ
プ
で
し
た
。
で
も
、
準

備
し
て
い
た
こ
と
で
、
こ
ど
も
が
自
分
で
判

断
し
て
逃
げ
ら
れ
た
。
何
も
備
え
が
な
け
れ

ば
、
き
っ
と
逃
げ
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
僕
の
よ
う
に
、
『
起
き
な
い
だ
ろ

う
』
と
思
っ
て
い
る
人
に
も
、
大
切
な
人
の

た
め
に
何
か
一
歩
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
」

　
家
族
で
話
し
合
う
こ
と
、
そ
し
て
「
最
低

限
の
備
え
」
を
し
て
お
く
こ
と
。
そ
れ
だ
け

で
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
こ
ど
も
が
自
分
で

命
を
守
る
判
断
を
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
千
晶
さ
ん
も
言
い
ま
す
。

　
「
今
回
の
件
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
反

省
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
今
後
は
も
っ
と
話
し
合
っ
て
、
備
え
を

進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
の
た
び
の
南
口
さ
ん
ご
家
族
の
体
験
は
、

災
害
が
「
突
然
」
起
こ
り
う
る
こ
と
、
そ
し
て

そ
れ
に
備
え
る
日
頃
の
準
備
の
大
切
さ
を
、
あ

ら
た
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
片

田
教
授
が
繰
り
返
し
伝
え
て
き
た
「
自
ら
の
命

は
、
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
〝
自
助
〞
の
精

神
。
そ
れ
は
、
災
害
時
に
誰
か
を
待
つ
こ
と
で

は
な
く
、
日
常
の
中
で
「
自
分
で
選
択
す
る

力
」
を
養
う
こ
と
で
す
。

　
災
害
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、

「
命
を
守
る
行
動
」
は
、
い
ま
選
べ
ま
す
。

 

も
し
今
日
、
災
害
が
起
き
た
ら
ー

あ
な
た
と
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
は
、
ど
う

動
き
ま
す
か
？

 

こ
の
問
い
を
、
ぜ
ひ
今
日
、
ご
家
庭
で
話

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
小
さ
な
会
話
が
、
大
き
な
備
え
に
つ
な
が

り
ま
す
。

「
自
助
」
の
意
識
が
、

　
　
　
　命
を
守
る
力
に
な
る
。

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
は
「
人
と
し
て

逃
げ
ら
れ
な
い
」
の
で
す
。
迷
い
、
た
め
ら

い
、
判
断
を
誤
っ
て
し
ま
う
。
災
害
は
そ
ん

な
人
間
の
弱
さ
を
突
い
て
き
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
大
切
な
の
は
「
平
時
」
の

準
備
で
す
。

　
家
族
と
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
「
そ
の

時
」
が
来
た
ら
、
ど
う
動
く
か
。
ど
こ
に
逃

げ
る
か
。
ど
ん
な
状
況
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が

命
を
守
る
行
動
を
と
れ
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ

め
決
め
て
お
く
の
で
す
。

　
私
は
講
演
で
繰
り
返
し
伝
え
て
き
ま
し
た
。

【
自
ら
の
命
は
、
自
ら
が
守
る
】

　
こ
れ
が
「
自
助
」
で
す
。
そ
し
て
「
自

助
」
は
、
た
だ
自
分
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

大
切
な
家
族
や
友
人
を
守
り
、
悲
し
ま
せ
な

い
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
災
害
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

「
命
を
守
る
行
動
」
は
選
べ
ま
す
。
そ
の
選

択
肢
を
、
い
ま
、
家
庭
で
、
地
域
で
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
自
分
が
助
か
る
と
い
う
意
志
が
、
結
果
と

し
て
多
く
の
命
を
つ
な
ぐ
力
に
な
る
の
で
す
。

も
と
や

ち
あ
き

南口さんご家族
左から元哉さん、月和ちゃん、
　　　陽和ちゃん、千晶さん

片田　敏孝 氏
かた だ　　 としたか

東京大学大学院
情報学環特任教授

なんこう　　つき な

南口　月和ちゃん

もと や　　　　　　　つき な

あき な　　　　　　　　　ち あき
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もしも地震が起こったら
～災害時の行動をイメージしよう～

緊急地震速報は、最大震度５弱以上が予想されたときにテレビ・
ラジオやスマートフォンなどで報知音とともに伝えられます。緊急地震速報

・国、県からの食料や飲料、物資等の支援には数日かかると想定されます。
　被災者みんなで助け合いながら、ルールを決めて生活しましょう。

国・県からの支援

・指定避難所ではお互いの助け合いが大切です。
　集まったみんなで資機材等を配置し、生活スペースを作ります。
　必ずルールを守ってください。
・指定避難所（学校）には備蓄品があります（※1日分）。
　備蓄品には限りがありますので、非常持出袋に食料等も入れておいてください。

指定避難所（学校等）での生活

・自宅の被害やライフラインの状況を確認してください。
・自宅での生活が難しい方は、非常持出袋を持ち指定避難所へ向かってください。
　戸締りをして避難所へ！

津波が収まったら、自宅の確認又は指定避難所へ

・津波は一波だけではなく、繰り返し何度もきます。
　津波警報や注意報の解除まで気をゆるめないように！

避難目標地点に着いたら、津波が収まるまで待機

・地震の余震に注意してください。
・津波警報等を確認しましょう。
・家族の安全を確認しましょう。
・隣近所で声を掛け合いましょう。
　特に一人暮らしの高齢者などの安否を確認してください。
・外に逃げるときはあわてずに！
　非常持ち出し袋を持って避難します。
　瓦や窓ガラスなど落下物に注意しましょう。　　　　
　避難は原則徒歩で、みんなで声かけしながら避難しましょう。

有田市では、地震発生後34分で津波が到達する想定です。
※到達が早くなる可能性があります！

津波が来る可能性がありますので、すぐに避難目標地点に避難してください

・落ち着いて、自分の身の安全を確保します。
　机の下などにもぐり、頭部などを保護しましょう。
・揺れが収まったら火の始末をし、元栓を閉めます。
・ブレーカーを切ります。
・ドア、窓を開けて脱出口を確保しましょう。

大地震発生（南海トラフ巨大地震など）発 生

待 機

高い所へ
避難

避難所へ

避難生活

各家庭で取り組む防災活動

　阪神淡路大震災では、亡くなった方の約 8 割、能登半島地震では、亡くなった方の約 6 割が建物の倒壊や家具の転倒による
圧死や窒息死でした。
　このことから
　① つぶれない家に住むこと 　② 家具の転倒対策を行うこと
が非常に重要です。がれきに閉じ込められたり、転倒した家具の下敷きになったりして動けなくなると、あとから来る津波や
火災に巻き込まれてしまうかもしれません。自分が無傷であればこそ、自分や大切な人の命を守る行動ができます。
　家族でお家のことについて確認してみましょう。

　いざというときに一人ひとりが適切な避難行動をとれるよう、家族や地域の方などと様々なシーンの避難行動について話を
しておきましょう。

避難経路の確認
　避難場所への道順だけでなく、途中
の危険箇所や休憩できる場所、トイレ
の場所なども確認しておきましょう。

避難場所の確認
・自宅からの避難の場合は？

・会社や学校など、外出先からの避難の場合は？

＼書いてみよう／ ＼調べてみよう／

災害用伝言ダイヤル（171）
　大規模な災害が発生し、電話がつながりにく
くなった時に利用できる声の伝言板です。
　１つの電話番号を起点にして、伝言の登録・再
生をすることができます。１つの電話番号につ
き、最大20件の伝言を登録することができます。

災害用伝言板（web171）
http://www.web171.jp
　インターネットを利用し
て、被災地の方の安否確認が
行える伝言板です。伝言の登
録・更新・閲覧ができます。

1
住宅の耐震診断、
耐震補強

3
テレビ、冷蔵庫は

粘着マットやベルト式の
もので固定する

4
食器棚などの扉に、
開き防止・飛び出し
防止器具を取り付ける

2
家具は柱や壁に
金具・つっぱり棒
などで固定する

5
ガラス製品（窓、家具）
に飛散防止フィルム

をはる

7
寝室には

非常持ち出し袋や
脱出用の履き物を
用意しておく

8
家の周りの危険な
ブロック塀の安全
点検・対策をする

6
寝室や出入口付近
に家具を置かない・
寝ている上に倒れて
こない配置にする
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国
民
年
金　

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
を
！

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
加
入
時
だ
け
で
な
く
、
被
保
険
者
の
区

分
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
届
出
が
必
要
で
す
。

手
続
き
が
な
い
と
、
将
来
の
年
金
額
が
少
な
く

な
る
場
合
や
、
受
け
取
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
必
ず
加
入

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○�

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
退
職
し
た
と
き

○
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き

　

例
：�

配
偶
者
が
厚
生
年
金
を
や
め
た
／
離
婚

し
た
／
配
偶
者
が
65
歳
に
な
っ
た 

な
ど

問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
７
３-

４
４
７-

１
６
６
０

　
　

保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
０
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
受
取
・
更
新

�

の
た
め
の
休
日
開
庁

日
時　

９
月
28
日
（
日
）
８
時
30
分
～
12
時

対�

象　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
を
さ
れ

る
方
、
電
子
証
明
書
の
更
新
の
お
知
ら
せ
が

届
い
て
い
る
方

持
ち
物

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
】

　

�

①
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

　

②
通
知
カ
ー
ド

　

③�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
②
③
は
お
持
ち

の
方
の
み
）

　

④
本
人
確
認
書
類

【
電
子
証
明
書
の
更
新
】

　

①
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
通
知
書

　

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

③�

本
人
確
認
書
類
（
暗
証
暗
号
を
忘
れ
た
場
合
）

※
住
所
の
変
更
手
続
き
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

★�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い

方
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

問　

市
民
課　

℡
22-

３
５
６
１

家
族
介
護
慰
労
金

　

重
度
の
要
介
護
者
（
要
介
護
４
ま
た
は
５
）

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
ご
家
族
に
、
介
護
の
負

担
軽
減
と
生
活
支
援
の
た
め
年
額
10
万
円
の
慰
労

金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

〇�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
要
介
護
者
と
同
居
し
、

申
請
前
１
年
間
（
介
護
期
間
）
在
宅
で
要
介
護

者
を
介
護
し
て
い
る

〇�

要
介
護
者
・
介
護
者
と
も
に
市
民
税
非
課
税
世

帯
で
あ
る

〇�

介
護
期
間
に
お
い
て
、
要
介
護
者
が
90
日
以
上

入
院
し
て
い
な
い

〇�

介
護
期
間
に
お
い
て
、
要
介
護
者
が
介
護
給
付

を
受
け
て
い
な
い

〇�

要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
が
属
す
る
世
帯
の
市

税
・
介
護
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る

※�

対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

高
齢
介
護
課　

℡
22-

３
５
３
８

重
複
・
多
剤
服
薬
や
頻
回
受
診
を

見
直
し
ま
し
ょ
う

　

健
康
被
害
の
防
止
と
医
療
費
の
適
正
化
を
目

的
に
、
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
健
康
を
守
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者　

市
国
保
加
入
者
で
、
次
に
該
当
す
る
方

〇�

重
複
処
方
者　

２
か
月
連
続
し
て
同
じ
月
に

複
数
の
医
療
機
関
か
ら
同
じ
薬
が
処
方
さ
れ

た
方

〇�

多
剤
処
方
者　

２
か
月
以
上
連
続
し
て
９
剤

以
上
の
薬
が
処
方
さ
れ
た
方

〇�

頻
回
受
診
者　

２
か
月
以
上
連
続
し
て
同
じ

医
療
機
関
へ
月
15
回
以
上
受
診
し
た
方

※�

対
象
者
に
は
国
保
連
合
会
か
ら
通
知
が
届
き

ま
す
。
そ
の
後
、
保
健
師
が
電
話
や
訪
問
で

お
話
を
伺
い
ま
す
。

問　

保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
１
２

第
15
回
有
田
就
職
フ
ェ
ア

�

（
就
職
合
同
面
談
会
）
開
催
！

　

有
田
郡
市
内
の
企
業
約
30
社
が
参
加
予
定
！

有
田
地
方
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

①
個
別
面
談
会
（
新
卒
及
び
中
途
採
用
）

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
浅
に
よ
る
就
職
相
談

③
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
相
談
コ
ー
ナ
ー
）

※�

面
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
日
履
歴
書
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室

共�

催　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
、
有
田
市
、

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
浅

後
援　

有
田
振
興
局

申
・
問　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　
　
　
　

℡
83-

４
７
７
７

浄
化
槽
管
理
講
習
会

　

浄
化
槽
を
正
し
く
理
解
し
、
適
切
に
使
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
の
補
助
金
を
申
請
さ
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
30
日
（
火
）
19
時
～

場
所　

消
防
本
部
５
階
会
議
室

問　

生
活
環
境
課　

℡
22-

３
５
６
５　

教

室

健
康
教
室　

血
管
美
人
教
室

　

ち
ょ
っ
と
ず
つ
高
く
な
っ
て
き
た
、
血
圧
が

気
に
な
る
あ
な
た
！
「
ま
ぁ
、
い
い
か
…
」
と

放
っ
て
お
か
な
い
で
！
ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
生

活
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
て
、
生
活
習
慣

病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

10
月
９
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員　

市
民
の
方
・
20
名

内
容　

し
な
や
か
血
管
を
作
ろ
う
～
血
圧
の
お
話
～

申
込
み　

９
月
22
日
（
月
）～
10
月
３
日
（
金
）

※
お
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
、
ご
参

加
で
き
な
い
方
の
み
ご
連
絡
し
ま
す
。

申
・
問　

保
険
年
金
課　

℡
22-

３
５
１
２

夜
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

Ｂ
Ｉ
Ｇ　

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
で
効
果

的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
学
ぼ
う
！

日�

時　

10
月
17
日
（
金
）
、

　

24
日
（
金
）
、
31
日
（
金
）
、

　

11
月
７
日
（
金
）

　

19
時
30
分
〜
21
時

※�

４
日
間
で
１
セ
ッ
ト
の
教
室
で
す
。
原
則
全

日
程
ご
参
加
で
き
る
方
に
限
り
ま
す
。

場
所　

Ｂ
Ｉ
Ｇ　

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

対
象　

18
～
74
歳
の
市
民

定
員　

30
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

内�

容　

正
し
い
姿
勢
や
歩
き
方
の
チ
ェ
ッ
ク
、

靴
の
選
び
方
等

申
込
み　

 

９
月
30
日
（
火
）
ま
で　
　
　
　
　
　

申
・
問　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-

３
２
２
３

お
し
ら
せ

～
有
田
市
に
お
住
い
の
皆
さ
ま
へ
～

　
　

令
和
７
年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

令
和
７
年
10
月
１
日
（
水
）
現
在
、
日
本
に

住
む
す
べ
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
に
「
国
勢
調

査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
人
口
や
暮
ら
し
の
実
態

を
把
握
す
る
重
要
な
調
査
で
、
生
活

環
境
の
整
備
や
防
災
・
福
祉
対
策

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
流
れ

　

①�

９
月
中
旬
頃
か
ら
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お

宅
を
訪
問
し
、
調
査
書
類
を
配
布
し
ま

す
。

　

②�

10
月
１
日
（
水
）
時
点
の
内
容
で
ご
回
答

く
だ
さ
い
。

　

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
ご
協
力
を
。
郵

送
も
可
能
で
す
。

　

③�

10
月
８
日
（
水
）
ま
で
に
回
答
が
確
認
で

き
な
い
場
合
、
調
査
員
が
回
答
の
お
願
い

に
訪
問
し
ま
す
。

問　

経
営
企
画
課　

℡
22-

３
７
３
１

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
！

�

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
※�

10
月
19
日
（
日
）
の
健
診
で
は
、
野
菜
摂
取

レ
ベ
ル
が
分
か
る
「
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
®
」
な

ど
の
測
定
が
で
き
ま
す
。

■
特
定
健
診
・
30
代
健
診

対
象　

今
年
度
30
～
74
歳
の
市
国
保
加
入
者

内�

容　

問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査

対�

象　

今
年
度
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
者

内�

容　

問
診
・
診
察
・
身
体
測
定
・
血
圧
測

定
・
尿
検
査
・
心
電
図
・
血
液
検
査

■
が
ん
検
診

対
象　

今
年
度
に
40
歳
以
上
に
な
る
市
民

※�

受
診
で
き
る
検
診
内
容
は
、
お
届
け
し
た
受

診
券
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

検�

診
種
別　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
・

乳
が
ん
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

※�

10
月
23
日
（
木
）
は
胃
が
ん
検
診
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申
・
問　

保
険
年
金
課　
　

℡
22-

３
５
１
２

　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-

３
２
２
３

が
ん
患
者
の
た
め
の

�

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
助
成
金
の
ご
案
内

　

市
で
は
、
が
ん
患
者
の
方
の
心
理
的
・
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
医
療
用
補
整
具
の

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
対
象
の
補
整
具

・
ウ
ィ
ッ
グ

・
乳
房
補
整
下
着

・
人
工
乳
房
／
人
工
乳
頭

対
象
者　

①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

　

①�

が
ん
治
療
の
副
作
用
に
よ
る
脱
毛
が
あ
る
、

ま
た
は
乳
房
切
除
術
を
受
け
た
方

　

②�

医
療
用
補
整
具
の
購
入
日
お
よ
び
申
請
日
に
、

市
内
に
住
所
が
あ
る
方

　

③�

他
の
自
治
体
か
ら
同
じ
補
整
具
で
助
成
を

受
け
て
い
な
い
方

※
各
補
整
具
の
申
請
は
１
回
限
り
で
す
。

※�
申
請
方
法
や
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-

３
２
２
３

Arida Information
～有田市からのおしらせ～

人口・世帯数
【令和７年８月１日現在】
人口　24,870人（前月比-39人）
男　11,878人　女　12,992人
世帯数　11,632戸

申込締切日

９月29日（月）

10月１日（水）

10月27日（月）

健診場所

文化福祉センター

保健センター

文化福祉センター

受付時間

８時～９時

18時～ 19時
（ナイト健診）

８時～９時

実施日

10月19日（日）

10月23日（木）

11月18日（火）

※すべて無料です。
※�事前に予約が必要です。電話または
Webにてお申込みください。
※�お申込み人数によっては、受付時間
を分けてご案内させていただく場合
があります。

WEB申込は
こちらから

９月10日（水）～16日（火）は「自殺予防週間」です。私たちは日常生活の中で、時折憂うつな気分になります。
通常は時間の経過とともに元気になっていきますが、悪化していく場合には、生活への支障があらわれてきます。
心の不調は誰にでも起こる身近なことです。まずは、誰かに相談してみませんか？

いのちのセーフティーライン
わかやま

平日９時～17時
（年末年始除く）

・�和歌山県在住の方専用のLINE
相談窓口
・�生きづらさを感じて
　いる方の相談窓口

こころの電話
（和歌山県精神保健福祉センター内）
℡073-435-5192
平日９時30分～12時
 13時～16時 

　こころの健康に関する様々な
問題や悩みの相談窓口

こころの相談
（湯浅保健所）
℡0737-63-4111
平日９時～17時45分

　精神疾患やこころの相談、ひ
きこもり、依存症・嗜癖などの
相談窓口

はあとライン
（和歌山県精神保健福祉センター内）
℡0570-064-556
24時間（365日対応）

　生きづらさを感じている方、
大切な人を自死でなくされた
方、依存症・嗜癖、ひきこもり
の問題などの相談窓口　

悩みや苦しみを相談できる人はいますか？� 問　保健センター　℡82-3223　

秋の全国交通安全運動
９月21日（日）～30日（火）
問　防災安全課　TEL 22-3721

屋外広告物適正化旬間
９月1日（月）～10日（水）
問　都市整備課　TEL 22-3609

①歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材用品や明るい目立つ色の衣服等の着用促進
②ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の早めのライト点灯やハイビームの活用促進
③自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進

　看板などの屋外広告物は、景観保全と事故防止の観点から法律や県の条例により設置許可、管理
を義務付けられています。看板の落下や倒壊といった事故が公衆に重大な危害を及ぼすことのない
よう、看板の所有者、管理者等は日頃から安全点検に取り組みましょう。

先月号掲載内容に関するお詫びとお知らせ
８月号市長メッセージで「市政報告会を市内８地区で開催」と記載しましたが、７月30日の箕島地区は津波警報
で延期し、８月開催となりました。事実と異なる掲載となりましたこと、お詫び申し上げます。

ARIDA　2025. ９ARIDA　2025. ９ ARIDA　2025. ９ARIDA　2025. ９⑦ ⑥



■
市
民
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

　

睡
眠
を
テ
ー
マ
と
し
た
市
民
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
ご
自
身
や
ご
家
族
の
睡
眠
で
気
に

な
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
？
こ
の
機
会
に
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
16
日
（
火
）
19
時
～

場
所　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

睡
眠
に
つ
い
て

　
　
　

～
睡
眠
習
慣
を
見
直
し
て
み
よ
う
！
～

講
師　

和
歌
山
県
立
医
科
大
学

　
　
　

神
経
精
神
医
学
教
室

�

紀き

本も
と　

創そ
う
へ
い兵  

教
授

　
　
　
（
市
立
病
院 

も
の
忘
れ
外
来
担
当
医
師
）

■
認
知
症
予
防
教
室
〝
い
こ
ら
会
〟
の
ご
案
内

　

今
月
開
催
の
「
い
こ
ら
会
」
で
は
、
音
楽
療

法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
音
楽
の
リ
ズ
ム

や
、
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
使
っ
て
、
心
と

身
体
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
認
知
症
の

有
無
や
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

日
時　

９
月
17
日
（
水
）
14
時
30
分
～

場
所　

市
立
病
院
４
階
会
議
室

★�

９
月
21
日
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

デ
ー
」
で
す
！

　

毎
年
９
月
21
日
を
中
心
に
、
認
知
症
の
啓
発

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
立
病
院
は
、
和
歌

山
県
か
ら
「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の

指
定
を
受
け
、
認
知
症
の
方
と
ご
家
族
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
、
地
域
の
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
認
知
症
に

関
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　

市
立
病
院　

℡
82-

２
１
５
１

　 Hospital Topics  ～有田市立病院～

■陶工　仙
せん

馬
ば

　江戸時代に誕生した南紀男山焼を代表する陶工・仙
馬は、数々の名品を生み出し、現在も高い評価を得る
人物です。しかし、その評価とは対照的な波乱万丈の
人生を送ります。仙馬の作品を通して、時代の過渡期
で足掻き続けた苦悩の人生にせまります。
展示期間　９月 20日（土）～ 11月 24日（月・祝）
場　　所　郷土資料館　展示室
開館時間　９時30分～ 17時（最終入館16時 30分）
ギャラリートーク　※申込み不要
内　　容　展示担当学芸員による展示解説
日　　時　① 10月 4日（土）13時 30分～
　　　　　② 11月 15日（土）13時 30分～
講　　師　担当学芸員
■講演会「陶工のアイディアブック―下絵帖からみた仙馬―」
内容　�仙馬が残した下絵帖から、陶工が作品を生み出

す過程を明らかにします。
日時　11月 22日（土）13時 30分～
講師　袴

はかま

田
だ

　舞
まい

 氏（和歌山県立博物館 学芸員）
※�申込フォーム、またはお電話でお申込み
ください。

申・問　文化福祉センター　℡ 82-3221（水曜休館）

郷土資料館で特別展を開催します！

イ
ン
ド
式
ヨ
ガ
教
室

　

夜
風
を
感
じ
な
が
ら
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

９
月
26
日
（
金
）

　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

場
所　

Ｂ
Ｉ
Ｇ　

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ

講
師　

ギ
リ
・
ガ
ネ
ー
シ
ュ
氏

対
象　

市
民
の
方

定�

員　

40
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

持�

ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
も

し
く
は
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
み　

９
月
19
日
（
金
）
ま
で

※�

食
後
す
ぐ
の
ヨ
ガ
は
胃
腸
に
良
く
な
い
た

め
、
ヨ
ガ
の
１
時
間
前
か
、
終
了
後
に
食
べ

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

保
健
セ
ン
タ
ー　

℡
82-

３
２
２
３

募

集

令
和
７
年
度 

有
田
市
美
術
展　

作
品
募
集

応�

募
資
格　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

（
各
教
室
等
含
む)

、
本
市
出
身
の
方
、
市

外
居
住
の
方
の
う
ち
、
過
去
に
出
品
し
た
こ

と
の
あ
る
方
（
高
校
生
以
上
）

募
集
作
品　

絵
画
・
写
真
・
書

申
込
み　

10
月
２
日
（
木
）
～
16
日
（
木
）

搬
入　

10
月
31
日
（
金
）
15
時
～
17
時

　
　
　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
へ

展
示　

11
月
１
日
（
土
）
９
時
～
17
時

　
　
　

11
月
２
日
（
日
）
９
時
～
16
時

搬
出　

11
月
２
日
（
日
）
16
時
10
分
～
18
時

※�

応
募
規
定
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

℡
82-

３
２
２
１
（
水
曜
休
館
）

各
種
目
自
衛
官
の
募
集

募�

集
種
目　

自
衛
官
候
補
生
、一
般
曹
候
補
生
、

防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）、防
衛
医
科
大
学
校

学
生
、（
医
学
科・看
護
学
科
）、予
備
自
衛
官
補

（
一
般・技
能
）

※�

受
験
資
格
や
試
験
期
日
、
受
付

期
間
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
　

有
田
募
集
案
内
所　

℡
82-

６
６
３
１

第
84
回
歩
こ
う
会　

参
加
者
募
集
！

～
絶
景
と
と
も
に
歩
く
、
六
甲
山
の
頂
へ
～

日
時　

10
月
19
日
（
日
）
７
時
30
分
出
発

　

18
時
頃
帰
着
予
定

コ
ー
ス　

神
戸
市
灘
区
六
甲
山
町　

六
甲
山　
　

　

六
甲
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
～
六
甲
山
最
高
峰

　

絶
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
六
甲
山
最
高
峰
を

　

気
軽
に
登
れ
る
コ
ー
ス
（
約
６
㎞
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

申
込
み　

９
月
８
日
（
月
）
～
24
日
（
水
）

　

市
役
所
４
階　

生
涯
学
習
課
に
て
受
付

※
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

先
着
80
名
（
小
学
生
は
先
着
10
名
限
定
）

※�

定
員
に
達
し
次
第
受
付
を
終
了

し
ま
す
。

参
加
料　

小
学
生
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　

一　

般
６
，
０
０
０
円

問　

生
涯
学
習
課　

℡
22-

３
７
６
５　

　『令和８年有田市はたちのつどい』を開催するに
あたり、対象者の中から「司会」及び「誓いの言
葉」を行っていただける方を募集します。
　はたちのつどい代表として一翼を担っていただ
き、思い出に残る特別な日にしませんか。協力して
いただいた方には記念品をお渡しいたします。
募集人数　司会者　　　　　　男女各１名
　　　　　誓いの言葉発表者　男女各１名
申 込 み　10月10日（金）まで
※応募多数の場合は選考させていただきます。
※お電話でお申込みください。

■令和８年有田市はたちのつどい
　日時　令和８年１月11日（日）
　　　　13時30分～(開会)
　場所　市民会館
　対象　�平成17年４月２日～平成18年４月１日に生

まれた方
　※有田市に住民登録のない方もご参加いただけます。

申・問　教育委員会生涯学習課　℡22-3761

令和８年　有田市はたちのつどい　
『司会・誓いの言葉発表者』を募集します！！

　「スマートフォンに興味はあるけれど、まだ持っていない」 「スマートフォン、周りから勧められて使ってい
るけれど、まだまだわからないことばかり」という方、ぜひこの機会にスマホ講習会にご参加ください！

定　　員　各回先着５名
参 加 料　無料
申 込 み　総務課デジタル推進室
　　　　　℡22-3745（受付時間：８時30分～17時15分）
申込期限　９月17日（水）まで
　

手ぶらでOK！「はじめてのスマートフォン体験型講習会」�問　総務課デジタル推進室　℡22-3745

令
和
７
年
度

　

国
民
健
康
保
険
税
（
第
３
期
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
３
期
）

　

介
護
保
険
料
（
第
３
期
）

　

納
期
限
は
９
月
30
日
（
火
）
で
す
。

日・場所 時間 内容

９月 22日
( 月 )

保田公民館

10時～ 12時　
インターネットを使ってみよう

スマートフォンを安全に使うため
の基本的なポイントを知ろう

13時～ 15時
新しくアプリをインストールしてみよう

有田市の防災アプリなどを使ってみよう

９月 23日
( 火・祝 )
箕島公民館

10時～ 12時
インターネットを使ってみよう

スマートフォンを安全に使うため
の基本的なポイントを知ろう

13時～ 15時
新しくアプリをインストールしてみよう

有田市の防災アプリなどを使ってみよう

９月 25日
( 木 )

初島公民館
10時～ 12時

インターネットを使ってみよう

有田市の防災アプリなどを使ってみよう

日・場所 時間 内容

９月 29日
( 月 )

糸我公民館

10時～ 12時
インターネットを使ってみよう

スマートフォンを安全に使うため
の基本的なポイントを知ろう

13時～ 15時
新しくアプリをインストールしてみよう

有田市の防災アプリなどを使ってみよう

10月１日
(水 )

港町公民館

10時～ 12時
インターネットを使ってみよう

スマートフォンを安全に使うため
の基本的なポイントを知ろう

13時～ 15時
新しくアプリをインストールしてみよう

有田市の防災アプリなどを使ってみよう

１コマのみの参加でもＯＫ！

オンライン申込みは
こちら

ARIDA　2025. ９ARIDA　2025. ９ ARIDA　2025. ９ARIDA　2025. ９⑨ ⑧



広告

令和６年度に寄せられた
ふるさと応援寄附の実績と活用事例の一部をご紹介

令和６年度 ふるさと応援寄附金
約26万3,200件 約42億2,600万円

※法人・個人を含む

活用事例

教育・文化
・小中学校の給食費無償化
・図書館・小中学校の図書の充実
・宮原小学校移転事業

産業・観光及び交流
・道路、公園の整備
・エンジン01 in 和歌山有田実行委
員会補助金

保険、福祉及び医療
・入学・出産祝い金
・産婦人科診療所の運営補助金
・高校生までのこども
の医療機関への自己
負担額全額助成
・妊婦健診への助成

市民の皆さまへ
　有田市ふるさと応援寄附は、寄附を通じて市のまちづくりを応援できる制
度です。ご寄附いただくと、寄附額に応じて所得税や住民税の控除が受けら
れるほか、市の魅力あふれる特産品（記念品）をお選びいただけます。
　寄附金は、教育・福祉・地域振興など、さまざまな分野で活用しており、
使い道はふるさと納税特設サイトで紹介しています。
　市外にお住まいのご家族やご友人にも、有田市のふるさと応援寄附をぜひ
ご案内ください。
※制度の規定により、市内にお住まいの
方には記念品をお送りできません。あ
らかじめご了承ください。

問　ふるさと創生室　℡22-3641

※お受けした寄附金は一部の分野を除き、必要経費を差し引いた後、一度基金に積み立ててから、必要に応じて各種事業の財源として使わせていただいています。

ふるさと応援寄附のイメージ

有田市

★様々な事業に活用
★有田市ファン拡大

市内事業者

★地元産業の振興
★特産品を全国にPR

出荷依頼

★ふるさとを応援
★税控除と返礼品の受取

市外の個人納税者

寄附金
特産品

有田市ふるさと納税
特設サイト

総務省ふるさと納税
ポータルサイト

「Marry You」も
ふるさと応援寄附を
財源としています。

有田市図書館　℡ 82-3220

図書館のイベント
◆アリッサのおはなしかい（乳幼児～就園前くらい）
　９/４（木）10時30分～
　10/２（木）10時30分～ 

★ビブリオバトル 
　Arida City Tournament 出場者募集！ 
　日　時　10/25（土）
　　　　　高校生の部 10時～ 　中学生の部 13時～
　　　　　※出場人数によって変更する場合があります 
　対　象　市内の中学校・高校に在籍している方
　　　　　市内在住の中学生・高校生
　申込み　９/30（火）20時まで
　　　　　二次元コードよりお申込みください 
　　　　　※各地域大会と重複しての参加はできません

PICK UP

広告

市民会館　℡82-2626
詳しくは
こちら▶▶

９月の図書館休館日
毎週火曜日、９月29日（月）

★「大人のためのおはなし会 残暑納涼怪談語り」
　背中がゾクゾクするような怪談を語ります 
　日　時　９/12（金）14時～
　場　所　市民会館 第一会議室
　定　員　15名程度

※図書館のイベントはすべて参加費無料です。

◆あかちゃんタイム（毎週木曜日）
　９/４、11、18、25、10/２、９
　９時30分～12時

◆有田市朗読ボランティア<ささやき>の
　おはなし会（こども向け）
　９/27（土）10時30分～

◆もりのかみしばい屋さん（こども向け）
　９/20（土）14時～

◆水曜映画会（大人向け）
　９/10（水）14時～
　「52ヘルツのクジラたち」（約140分）
　10/８（水）14時～
　「トーベ」（約105分） 

PICK UP

★岸田奈美氏講演会
　「家族だから愛したんじゃなくて、愛したのが家族だった」
日　時　11月16日（日）
　　　　13時30分開場
　　　　14時00分開演（約90分）
整理券　９月12日(金)配布開始
　　　　※全席自由席、入場無料（要整理券）
　　　　※予定枚数に達し次第終了　※手話通訳有

配布場所　市役所福祉課、市民会館
同時開催　障害者美術展　11月12日（水）～11月17日（月）

★第5回 近畿大学吹奏楽部
　紀文コンサート
日　　時　11月23日（日・祝）
　　　　　13時30分開場
　　　　　14時00分開演（約120分）
チケット　９月13日（土）販売開始【全席指定】
　　　　　大　人　　前売券  1,000円（当日1,300円）
　　　　　高校生以下　　前売券     500円（当日 800円）
販売場所　市民会館、イープラス

⬆有田市子育てスマイルチケット対応。自主事業イベントチケットのお支払いにご利用いただけます。

第31回人権啓発市民のつどい　映画会「わたしのかあさん～天使の詩～」
日　　時　10月19日（日）12時30分開場　13時00分開演（約120分）
整 理 券　９月５日（金）配布開始　※全席自由席、入場無料（要整理券）　※予定枚数に達し次第終了　※字幕付き
配布場所　市役所人権啓発係、市民会館

きし だ　な　み

ARIDA　2025. ９ARIDA　2025. ９ ARIDA　2025. ９ARIDA　2025. ９⑪ ⑩



有田市の施策やまちの話題など…
Active Arida Topics

11月生まれのお子さん（就学前）募集中！　氏名、生年月日、住所、電話番号、メッセージ（50字以内）を添えてお申込みください。
※応募多数の場合は抽選 ※宛先は裏表紙参照　申込方法／郵便・メール・持込　
締切／９月末日　二次元コードからも申込みできます！　

３歳おめでとう！
これからも元気にすくすく
育ってね！

花野 朔叶ちゃん
（３歳）

はな の　さく と

４歳の誕生日おめでとう‼
この１年もいっぱい遊んで
楽しい思い出を作ろうね
(^｡^)

橋口 颯太ちゃん
（４歳）

はしぐち　そう た

誕生日おめでとう！どんど
んお兄さんになって、お手
伝いもいっぱいしてくれて
ありがとう✨
ずっと優しいてんゆうでい
てね��大好きだよ❤

尾藤 天祐ちゃん
（５歳）

び とう　てんゆう

昆虫が大好きな結翔くん！
これからも元気いっぱい
すくすくおおきくなってね❤

𠮷田 結翔ちゃん
（５歳）

よし だ　ゆい と

いつも言う事やしぐさがか
わいいさくちゃん。
まわりを笑顔にしてくれる
さくちゃんが大好きだよ��

尾藤 冴紅ちゃん
（６歳）

び とう　 さ　く

ポケモンだいすきゆうと
くん！６さいのおたんじょ
うびおめでとう❤
これからもいっぱいたのし
もうね＾＾*

樋上 祐仁ちゃん
（６歳）

ひのうえ　ゆう と

いつも元気いっぱいさいと
くん❤
２歳のお誕生日おめでとう！
これからもにこにこ笑顔で
元気に大きくなってね❤

井口 彩杜ちゃん
（２歳）

い ぐち　さい と

お誕生日おめでとう❤
これからも周りを笑顔にし
てくれるみんなのアイドル
でいてね❤❤

藤井 希咲ちゃん
（２歳）

ふじ い　　き　ら

こども
スマイ

ル
月生ま

れ

元気い
っぱいの

お子さ
んを紹

介します
！９９

市福祉館「なごみ」が学生の学びの場に

　市は和歌山大学と包括連携協定を締結し、市福祉館「なご

み」を和歌山大学生の学習スペースとして活用することが決

まりました。ラーニングスペースとして自習やグループ学習

に利用できます。今後は地域の発展や学術振興、人材育成な

ど多方面で連携を深め、市と大学が協力したまちづくりを進

めていきます。

７/18（金）

笑顔あふれる夏まつり

　市内各地で夏まつりが開かれ、屋台やダンスステージ、お

菓子まきやもちまきでにぎわいました。

　宮原地区やBIG SMILE PARKでは盆踊りも行われ、こど

もも大人も、初めての人も常連さんも、みんなで輪になって

笑顔で踊る姿が見られました。

　夏の夜、地域が一つになって盛り上がり、思い出に残るひ

とときとなりました。

～地域で支える認知症支援～

ってなに？
　認知症になっても安心して暮らせるまちを目指し、有田市では「チームオレンジ」による地域支援を進めています。認知

症カフェ「純喫茶なごみ」など、世代を超えた交流や啓発活動が広がっています。

チームオレンジ
　
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
は
、

近
隣
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が

チ
ー
ム
を
組
み
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
ご
家
族
を
地
域
で
支
え

る
取
組
み
で
す
。
認
知
症
当
事

者
も
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加

し
、
生
活
の
早
い
段
階
か
ら
の

見
守
り
や
支
援
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
（
純
喫
茶

な
ご
み
）
は
、
令
和
６
年
度
に

開
始
さ
れ
た
有
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
す
る
認
知
症
カ

フ
ェ
『
純
喫
茶
な
ご
み
』
の
メ

ン
バ
ー
を
チ
ー
ム
と
し
て
結
成

し
ま
し
た
。
認
知
症
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
地
域
の
誰
も
が
気

軽
に
集
え
る
場
で
、
会
話
や
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
て
地
域
課
題
を

見
つ
け
、
自
然
な
形
で
支
援
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ

で
は
、
活
動
の
場
を
広
げ
よ
う

と
、
市
内
の
小
学
校
で
認
知
症

を
テ
ー
マ
に
し
た
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
授
業
で
は
、
支
援
者

や
認
知
症
の
家
族
の
体
験
談
を

交
え
な
が
ら
、
こ
ど
も
た
ち
に

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
授
業
を
受
け
た
児
童
か
ら

は
、
「
困
っ
て
い
る
人
を
見
た

ら
助
け
た
い
」
「
認
知
症
に
つ

い
て
初
め
て
知
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
活
動
に
参
加
す
る
木
村
さ

ん
、
雜
賀
さ
ん
、
岩
本
さ
ん

は
、
「
認
知
症
の
人
も
、
そ
う

で
な
い
人
も
、
地
域
で
一
緒
に

過
ご
せ
る
場
所
を
つ
く
り
た

い
。
助
け
合
い
や
つ
な
が
り
を

感
じ
ら
れ
る
地
域
に
な
れ
ば
う

れ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
市
で
は
今
後
も
、
認
知
症
へ

の
理
解
を
広
げ
な
が
ら
、
誰
も

が
そ
の
人
ら
し
く
、
で
き
る
こ

と
を
活
か
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
め
ざ
し
ま
す
。

宮原小学校５年生の授業風景

広告

認知症カフェ 純喫茶なごみ
開催日
　奇数月第２木曜
　（9/11、11/13、1/8、3/12）

　14時～16時
場　所
　有田市福祉館なごみ
参加費
　100円

問　社会福祉法人有田市社会福祉協議会
　　℡0737-88-2750

認知症啓発 有田市立図書館コラボ

「認知症ってしっていますか？」
　認知症に関する図書館の本を集めていただき、認知症ブースを設
置しました。
　本を読んで、感想などを書いてもらえるよう
に用紙をご用意しています。また、「認知症川
柳」を作成して思いを表現してみませんか？回
収したものは、9/6（土）市民会館での認知症イ
ベントにて、小学生の授業での気づきとともに
掲示する予定となっています。来場者にはさらに
認知症について知っていただく機会となることを
願っています。ぜひお立ち寄りください。
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７
月
28
日
（
月
）
〜
31
日
（
木
）
に
大
阪
・
関

西
万
博
会
場
内
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
О
メ
ッ
セ
「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ

Ｅ
」
で
開
催
さ
れ
た
『
Ｌ
О
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

展
』
に
て
、
共
創
お
に
ぎ
り
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
有
田
市
か
ら
は
み
か
ん
お
に
ぎ
り
と
太
刀
魚
お

に
ぎ
り
を
販
売
し
、
売
り
上
げ
は
４
日
間
で
合
計

９
０
６
個
！
コ
ー
ス
料
理
の
提
供
や
認
定
み
か
ん

ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
・
販
売
、
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ 

協
議
会 

２
０
２
５
に
よ
る
寿
司
に
ぎ
り
体
験
も
行

い
、
訪
れ
た
方
も
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　
４
日
目
に
は
、
お
に
ぎ
り
を
通
じ
て
日
本
の
食

の
魅
力
を
国
内
外
へ
伝
え
る
に
ぎ
り
び
と
神
谷
よ

し
え
氏
に
よ
る
み
か
ん
お
に
ぎ
り
の
実
演
販
売
も

行
い
、
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
で
き
た
て
の
み
か
ん
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
方

か
ら
は
、
「
甘
過
ぎ
ず
爽
や
か
で
、
意
外
と
美

味
し
い
！
」
「
握
っ
て
も
ら
っ
た
お
に
ぎ
り
を
食

べ
な
が
ら
、
地
域
の
魅
力
な
ど
を
聞
け
て
良
か
っ

た
！
」
と
の
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

～日本各地の食と世界を”共創おにぎり”で結ぶ～

【
果
樹
園
の
タ
ン
ブ
ラ
ー 

有
田
み
か
ん
】

　
有
田
市
は
、
ア
サ
ヒ
ユ
ウ
ア
ス
株
式
会
社
と

箕
島
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
と
協
力
し
、
せ
ん
定

さ
れ
た
有
田
み
か
ん
の
枝
を
再
利
用
し
た
環
境
に

や
さ
し
い
リ
ユ
ー
ス
カ
ッ
プ
「
果
樹
園
の
タ
ン
ブ

ラ
ー 

有
田
み
か
ん
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
こ
の
タ
ン
ブ
ラ
ー
の
商
品
名
や
デ
ザ
イ
ン
は
、

生
徒
た
ち
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
考
案
。

完
成
し
た
タ
ン
ブ
ラ
ー
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
の

会
場
で
お
披
露
目
さ
れ
、
生
徒
た
ち
は
来
場
者
に

直
接
商
品
の
魅
力
や
特
徴
を
熱
心
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
成
果
に
つ
い
て
も

発
表
し
、
多
く
の
方
か
ら
関
心
と
共
感
を
集
め
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、
「
自
分
た
ち
の
考
え

た
も
の
が
実
際
に
商
品
に
な
り
、
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
い
、
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
の
は
と
て
も

嬉
し
い
で
す
！
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

【
有
田
な
ら
で
は
寿
司
】

　
Ｌ
О
Ｃ
Ａ
Ｌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
展
の
ブ
ー
ス
内

で
、
Ａ
Ｌ
Ｌ 

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ 

協
議
会
２
０
２
５

が
「
有
田
な
ら
で
は
寿
司
」
に
ぎ
り
体
験
を

実
施
し
、
有
田
市
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
寿
司
の
シ
ャ
リ
に
は
、
青
み
か
ん
果
汁

入
り
の
特
製
す
し
酢
を
使
用
し
て
お
り
、
体

験
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
「
青
み
か
ん
の
さ
っ

ぱ
り
し
た
シ
ャ
リ
が
最
高
！
」
「
自
分
で

に
ぎ
っ
た
お
寿
司
は
格
別
」
な
ど
大
変
好
評

で
、
「
有
田
市
へ
い
つ
か
旅
行
へ
行
っ
て
み

た
い
」
と
の
お
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
職
人
の
レ
ク
チ
ャ
ー

に
真
剣
な
眼
差
し
で
取
り
組
ま
れ
、
時
に
は

有
田
弁
で
の
説
明
に
笑
い
声
が
響
く
な
ど
、

寿
司
に
ぎ
り
体
験
を
通
じ
て
、
有
田
市
の
魅

力
だ
け
で
な
く
人
の
温
か
さ
も
感
じ
て
い
た

だ
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

有
田
市
に
新
し
い
風

みかんおにぎりの
つくり方については、
有田市公式YouTubeに
投稿していますので
ぜひご覧ください。

大阪・関西万博で
有田市の魅力を発信！

箕
島
高
校
生
が
Ｐ
Ｒ

寿
司
に
ぎ
り
体
験

共
創
お
に
ぎ
り

みかんおにぎり

１合分材料（３個分）
　 米150g
　 みかんジュース45ml
　 細かく刻んだみかんの皮1.5ｇ
　 水130ml
炊飯後、おにぎりにする際に塩を適量つけて
ください。
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　連日、記録的な猛暑が続いておりますが、いかが
お過ごしでしょうか。熱中症をはじめとした体調不
良にはくれぐれもお気をつけいただき、こまめな水
分補給や適切な休息などを心がけ、無理のない日々
をお過ごしください。
　さて、去る７月30日早朝、カムチャツカ半島沖で
発生したマグニチュード8.8の地震により、和歌山県
沿岸部全域に津波警報が発表され、本市において
も、辰ヶ浜・男浦・女の浦・矢櫃・逢井・高田・初
島町浜・港町・箕島の沿岸地域に避難指示を発令い
たしました。
　幸いにも人的被害は発生せず、市民の皆さまの冷
静かつ迅速な対応、自治会や関係機関のご協力によ
り、避難が円滑に行われたことに心より感謝申し上
げます。一方で、酷暑の中での屋外避難や要支援者
への対応、庁内の体制整備など、今後の課題も改め
て明らかとなりました。
　また８月に入り、日本各地で豪雨災害が相次いで
おります。本市でも、毎年多くの市民に親しまれて
いる「紀文まつり」について、悪天候に加え二川ダ

ムの放流等、河川の増水を考慮し、安全を最優先に
中止を決断いたしました。ご期待いただいていた皆
さまには大変残念なお知らせとなりましたが、市民
の命と安全を第一に考えた判断であることをご理解
いただければ幸いです。
　一方、市内各地で開催された「盆踊り大会」や
「ふるさと夏まつり」では、地域の皆さんが世代を
超えて集い、笑顔あふれる光景が広がっていまし
た。こうした地域コミュニティの絆は、災害時にお
いても大きな力となると、改めて実感した次第です。
　今回の経験を通じ、「的確な判断」と「支え合う
力」の重要性を再認識するとともに、今後も自主防
災組織や関係機関との連携を一層強化し、多様な状
況を想定した備えを進めてまいります。そして、市
民一人ひとりが互いを認め合い、助け合える共生の
まち、有田市の実現を目指して、引き続き安全・安
心の確保に全力で取り組んでまいります。

有田市長　玉木　久登　

この広報誌は地球環境保護のために、
植物油インキを使用しています。
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Em
ail

hisho@
city.arida.lg.jp

U
RL

https://w
w
w
.city.arida.lg.jp/

〒
649-0392　

和
歌
山
県
有
田
市
箕
島
50

tel 0737-83-1111　
fax 0737-83-2222

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。 より良い広報づくりのため、皆様のご意見ご要望を秘書広報課へお寄せください。

想いをつなぐ
持続可能な未来へ 支え合いの力で、命を守るまちへ

スマートフォン用アプリ
「有田市防災・行政ナビ ライフビジョン」
　「ライフビジョン」では、防災行政無線放送で発信した災害・避難・ダムの放流
等に関する防災情報を音声と文字でいつでも確認することができます。
　放送がよく聞き取れなかった場合や、市外へ外出している場合でも、安心して内
容を確認できます。

スマホをお持ちでない方は、
最新の放送内容を
電話音声案内ダイヤル（℡82-6301）
でも確認できます。（放送後24時間）

二次元コードから
アプリをダウンロードしてください

問　防災安全課　℡22-3721
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